
第２学年 道徳科学習指導案 
                                           

 

 

 

 

１ 主題名 考えや立場の違いを尊重し合う【内容項目 Ｂ 相互理解、寛容】 

 

２ 資料名 「ジコチュウ」（「中学道徳２ きみがいちばんひかるとき」光村図書） 

 

３ 主題設定の理由 

(１) ねらいとする価値について(道徳的価値観) 

    「中学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説 特別の教科 道徳編」では【内容項目 Ｂ 相互理解、寛

容】について、「自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、それぞれの個性や立場を尊重し、いろいろ

なものの見方や考え方があることを理解し、寛容の心をもって謙虚に他に学び、自らを高めていくこと」

と示されている。 

中学生の時期は、ものの見方や考え方が確立してくるとともに、自分の考えや立場に固執する傾向が強

くなるがゆえに、友人間での意見の対立や摩擦が生じることも少なくない。人にはそれぞれ自分のものの

見方や考え方があり、個性があることから、互いが相手の存在の独自性を認め、相手の考えや立場を尊重

することが大切である。また、寛容の心をもつことで、人を許し受け入れてとがめだてしないで、他者の

よい面を積極的に認めることができる。そのため、相互に個性や立場を尊重することが、自分の人生にと

ってどのような価値をもつのかを理解したうえで、相手や場面が変わっても、寛容の心をもって他者と接

しようとする意欲を育て、日々の実践に結び付けられるようにしたい。 

(２) 価値に関わる生徒の実態について(生徒観) 

    本学級の生徒は、これまでの学校生活において、自分の考えや意見を相手に伝えることの大切さを感じ

るとともに、相手の立場に立ってその考えや意見を聴くことで、真の相互理解が可能になるということを

学んできた。「お互いの考えや意見を認め合うことや、寛容な心をもって他者を認め尊重することが大切

である」という道徳的価値についても理解している。しかし、自分の考えに固執し、他者の立場や考えに

十分思いを巡らせることができず、すれ違いが生じることもある。また、深く考えずに他者に対して肯定

的な態度をとったり、見て見ぬふりをしたりすることは、本当の意味での寛容や相互理解ではないという

ことにまで考えが及ばない生徒もいる。そこで、これからの生き方について、他者が置かれた状況や立場

を理解して、相互理解を図るために大切にすべきことを考え、寛容の心をもって他者と接しようとする意

欲と態度を育てたい。 

(３) 教材について(教材観) 

本教材は、家庭の事情で学級の仕事等が十分にできなくなった佐々木に対して、「ジコチュウ」という

言葉を発してしまった「僕」が、佐々木の事情を知り、相手を理解しようとしていなかった自分に気付く

という内容である。活用にあたっては、登場人物の言動を共感的に捉えながら、それぞれの立場や役割か

ら生じる思いを理解し、「僕」と佐々木の関係に限らず、自分と周囲の人間関係に広げて考えられるよう

にする。異なる考えや立場の者同士がよりよい関係を作っていくためには、どのような心構えや姿勢が必
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要なのか、何を大切にすれば実現可能なのかを考え、相互理解の重要性を理解し、寛容の心をもって他者

と接しようとする意欲と態度を育てたい。 

 

４ 生徒の成長を促すための評価 

(１) 本主題における生徒の学びの姿 

この教材の登場人物の姿から、生徒の考える「ジコチュウ」な人にも、もしかしたら語られない事情が

あるかもしれないと、広い視野から考えようとする姿勢をもてるようにする。また、よりよい人間関係を

築くためには、お互いの考えや立場の違いを尊重し合うことに価値があることに気付き、そのために相互

理解に努め、他者に対して寛容の心をもって接しようとする姿を目指す。 

(２) 学びの姿につながる指導 

事前アンケートにより、生徒が考える「ジコチュウ」の人物像を確認し、導入で共有するとともに、そ

のような人と接する時はどうするか、自分の体験や見聞きしたことから想起する。教材を読み、佐々木に

対する「僕」の思いに共感するとともに、「僕」の課題を捉える。道徳的価値に関わる「僕」の課題を挙

げる際には、生徒の発言に対して、同意見もしくは反対意見への挙手を促すことで全員が意思を表明する

機会を設ける。「僕」と佐々木それぞれの立場に立って考えることで自我関与を図れるようにする。次に、

佐々木からの手紙を読んだ「僕」の気持ちを考える。中心発問では、考えや立場の違いを尊重し合うため

には、どのようなことが大切なのかを個人で考えて記述し、自由に互いの記述内容を読み合い、全体で考

えを交流する。他者の記述内容を読んで新たな気付きがあれば追記したり、他者の考えを交えて発表した

りできるようにする。さらに、中心発問で考えたことがどのような意味をもつのかを考え、ねらいに迫る。

終末では、本時の学習を振り返って記述し、道徳的価値の理解の深まりを今後につなげられるようにする。

生徒一人ひとりがじっくりと自分の考えをもつ時間を確保するため、書く活動は、中心発問に対して考え

る場面と振り返りの場面の２回設定する。 

 (３) 生徒の学びの姿についての評価とフィードバック 

    展開における記述、発言等は学習状況として把握し、それぞれの立場に立って考えたり、他の生徒の

考えを受け止めたりしている発言や表情が見られたことを評価し、積極的に認める言葉かけを行う。発

問の際には、生徒からの発言に対して、補助発問や問い返しを行うことにより、生徒が考えの根拠や心

情を様々な視点から捉えて多面的・多角的に考えようとし、終末にかけて道徳的価値の理解を自分自身

との関わりの中で深めていく姿を見取る。授業中のつぶやきや表情、態度などを観察し、心の動きを捉

えた際には指導者のノートに記録する。いずれも評価した時点で個別に言葉がけを行い、意図的指名に

つなげられるようにする。振り返りの記述、発言からは、これからの生き方について考えられている姿

を道徳性に係る成長の様子として把握する。評価の視点に沿って、一人ひとりのよい点や考えを認め、

下線の引き分けによって評価を行う。また、学級通信や次時における前時の振り返りを行う時間を活用

し、全体へのフィードバックを行う。 

 

５ 本時のねらい 

  クラスメイトの言動を自己中心的だと一方的に判断しながらも、自分自身を振り返っている「僕」につい

て共感的に理解することを通して、考えや立場の違いを尊重し合うことに価値があることに気付かせ、その

ために相互理解に努め、他者に対して寛容の心をもって接しようとする実践意欲と態度を育てる。 

 

 



６ 本時の展開 

 学習活動・主な発問 予想される生徒の思い 教師の支援と評価 

 
 
 
 

導 
 
 
 
 

入 

１．主題に関して考える。 

事前アンケートの結果を確

かめる。 

・「ジコチュウ」とはどんな人の

ことだと思うか。 

・「ジコチュウ」な人がいたらど

うするか。 

 

 

・自分勝手な考えや行動をして

いる人。 

・みんなで何かをやるときに決

めたことを守らない人。 

・すぐに怒る人。 

・腹が立つ。 

・関わりたくないので、放って

おく。 

 

・アンケート結果を示し、学習へ

の方向付けを図る。 

・日常生活における自分の体験 

や見聞きしたことを具体的に

出し合い、「ジコチュウ」の人

物像を共有する。 

 

展 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開 

 

 

２．「ジコチュウ」を読んで考え

る。 

補タイトルの「ジコチュウ」と 

は、この話の中の誰を指すの

だろう。 

 

補佐々木の態度について、どの

ように感じたか？ 

 

返なぜ佐々木はそんな態度をと 

 ったのだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

◯「僕」の課題は、どんなことだ

ろう。 

 

 

 

 

 

・佐々木(登場人物)   

・「僕」 

 

 

・不快に感じる。 

・誤解を生むと思う。 

 

・同情されたくない。 

・家のことで他の人に迷惑をか

けたくないし、できていない

ことを指摘されたくない。 

・弱みを見せたくない。 

 

 

 

 

・佐々木の話をきちんと聞こう

としていない。 

・勢いで「ジコチュウ」と言っ

ている。 

・班長としての責任を果たすこ

としか考えられていない。 

 

 

 

 

 

・「僕」に着目して、「ジコチュウ」

の意味を考えながら読むよう

に促す。 

 

・佐々木の態度は決して好意的

に受け止められるものではな

く、むしろ誤解を生みやすい

ものである。しかし、彼女が手

紙の中で垣間見せた心情に着

目し、「同情されたくない」と

いう思いやプライドの高さが

そうさせているということを

確認する。また、手紙を書いて

いる時の佐々木の気持ちを想

像する。 

 

・佐々木だけに問題があるわけ 

ではなく、佐々木を「嫌なや

つ」「ジコチュウ」と決めつけ

る「僕」の言動の問題点を押

さえる。ただし、班の協力の

必要性を訴える班長としての

「僕」の考え方が必ずしも間 

違っているわけではないこと 

学習課題：どうすれば考えや立場の違いを尊重できるのだろうか 

補…補助発問  返…問い返し 



展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇佐々木からの手紙を読んで、

その場に凍りついたようにな

った「僕」はどんなことを考え

たのだろうか。 

補「僕」の頭の中で渦巻いてい

た同じ言葉とは、何だろう。 

 

 

 

３．考えを深める。 

◎考えや立場の違いを尊重し合

うためには、どんなことが大

切なのだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

補考えや立場の違いを尊重し合

うことには、どんなよさがあ

るか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ひどい言葉で佐々木を傷つけ

てしまった。  後悔 

・佐々木のことをもっと考える

べきだった。  反省 

・自分もジコチュウだった。 

         謙虚 

 

 

 

・一方的に決めつけない。 

・自分の考えを伝え、相手の考

えを聴く。 

・人には話せない、話したくな

いことがあるということを

想像する。 

・相手を理解しようと努める。 

・思いやりをもつ。 

 

 

 

 

・相手の個性を認め、生かそう

とすることができる。 

・人間関係がうまくいく。 

・自分のものの見方や考え方が 

変わったり、広がったりす

る。 

も押さえる。 

・発言に対して同意見もしくは

反対意見への挙手を促す。全

員が意思表示を行えるように

する。 

評価（発言） 

《視点①》道徳的価値に関わる

問題に対する判断の根拠やその

ときの心情を様々な視点から捉

え考えようとしているか。 

 

・佐々木の事情や心情を理解し、

自己を見つめる「僕」の思いに

気付けるようにする。 

評価（発言） 

《視点④》読み物教材の登場人

物を自分に置き換えて考え、自

分なりに具体的にイメージして

考えようとしているか。 

 

・「僕」と佐々木を念頭に置きつ

つ、学級や部活動、委員会等の

様々な場面で考えや立場が異

なる人と一緒に活動するうえ

で、どんなことを心がけると

よいか、今後のあり方につい

て考える。 

・記述したページを広げて机上

に置き、読んで回る時間を設

ける。印象的だった意見を「印

象に残った友だちの考え」の

欄に記入するように促す。 

・自分の考えや立場に固執せ

ず、相互理解を図り、寛容の心

をもって他者と接すること

が、自分自身の人間的な成長

に役立つということに気付け

るようにする。 



 

 

 

 

 

 評価（記述・発言） 

《視点⑥》道徳的な問題に対し

て、自己の取り得る行動を他者

と議論する中で道徳的価値の理

解を更に深めているか。 

 
 
 
 
 
 
 

終 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

末 

４．本時の学習で学んだこと、気

づいたことを振り返る。 

〇この学習を通して、感じたこ

とや考えたことはどんなこと

か。 

 

 

・互いの考えや立場を理解し、

尊重し合うことによって、他

の人たちと調和して生活し

ていけることが分かった。 

・人それぞれの個性を認め、相

手の立場や状況を考えて、広

い視野でものごとを見るこ

とが大事だと思った。 

・考えが合わない人に対して、

理解しようとしていない自

分がいる。寛容の心をもって

人と接することは難しいこ

とだが、自分の所属する集団

や、自分自身の成長のために

必要なことなので、そうでき

るように心がけていきたい。 

・相手の考えや立場の違いを尊

重しようとする主体的な姿勢

について考えられるようにす

る。相互理解を図り、寛容の心

をもって他者と接すること

は、人間関係の調和をもたら

したり、広い視野でものごと

を捉えたりすることにつなが

り、それが自分の生き方にと

って価値があるということを

理解できるようにする。 

評価（記述） 

自己を振り返り、道徳的価値や

人間としての生き方についての

考えを深められているか。 

 

７ 板書計画 


